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免責事項 

下記事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情報提供を唯

一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。マテリアルやコード、

機能の提供をコミットメント（確約）するものではなく、購買を決定する際の判断材料になさらな

いで下さい。オラクルの製品に関して記載されている機能の開発、リリース、および時期について

は、弊社の裁量により決定されます。  
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対象読者 

DBAまたはパフォーマンス・スペシャリストの観点でOracle Databaseテクノロジーを実際に使用し
た経験がある方を対象としています。 

はじめに 

Oracle Database In-Memoryが搭載されているOracle Database 12.1.0.2は、単一のデータベースで混
合分析とトランザクション・ワークロードを効果的にサポートします。Database In-Memoryで構成
されたOracle Databaseは、リアルタイム分析とレポート処理を同時にサポートしながら、トランザ
クションのパフォーマンスを最適化します。これは、既存のOracle行形式（OLTP処理用）と新しい
純粋なインメモリ列形式（分析処理用に最適化）の両方でデータを保持できるようにする、独自の"
二重形式"アーキテクチャによって可能になっています。また、データ・マートとデータウェアハウ
スの両方でさらに多くの非定型分析を実行できるようになるため、エンドユーザーはビジネスを推
進する問合せを同時に複数実行できます。これまでは、同時に1つしか実行できませんでした。 

 

Oracle Database In-Memoryの詳細について、詳しくは『Oracle Database In-Memory』ホワイトペー
パーおよびoracle.comのOracle Database In-Memoryのページを参照してください。 

 

Oracle Database In-Memory Advisorは、ワークロードを分析し、Oracle Database In-Memoryのサイ
ジング方法や、インメモリに格納した場合にシステムにもっとも有効なオブジェクトに関して、具
体的な推奨事項を示します。In-Memory Advisorの詳細について、詳しくはOracle Database 
In-Memory Advisorのホワイトペーパーを参照してください。 

 

このホワイトペーパーでは、Oracle Database In-Memory Advisorの使用に関するベスト・プラクティ
スについて説明します。 

  

 

 

 

  

http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/in-memory/overview/twp-oracle-database-in-memory-2245633-ja.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/in-memory/overview/twp-oracle-database-in-memory-2245633-ja.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/in-memory/overview/index.html
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Database In-Memory Advisor 

Oracle Database In-Memoryの目的は、データベースでの分析処理を最適化することです。In-Memory 
Advisorは、データベースでの分析処理のワークロードを分析します。その分析ワークロードが最適
化されている場合に、全体としてデータベースにとっての有益性を推測し、決定します。 

In-Memory Advisorは、分析処理と、SQL計画のカーディナリティやアクティブ・セッション履歴
（ASH）、パラレル問合せの使用、その他の統計などの他のデータベース・アクティビティとを区別

します。 

In-Memory Advisorは、統計や経験則に基づいた圧縮係数や、オプションでDBMS_COMPRESSIONパッ
ケージ（Oracle Database 12.1.0.2以降）に基づいてオブジェクトのインメモリ・サイズを推測します。 

In-Memory Advisorでは、分析処理のパフォーマンス改善要因を次の事項に基づいて推測します。 

• ユーザーI/Oの遅延、クラスタ転送の遅延、バッファ・キャッシュ・ラッチの遅延などの排除 

• 特定の圧縮タイプに関連する特定の問合せ処理の有効性 

• 特定の圧縮タイプごとの圧縮解除コストの経験則 

• SQL計画の選択性、結果セットでの列数など 

 

In-Memory Advisorによって推奨事項レポートが作成されます。推奨事項レポートには、多数のイン
メモリ・サイズと、推測したパフォーマンス上の有益性が記載されているほか、特定のインメモリ・
サイズのインメモリ列ストアに格納されるオブジェクトや、これらのオブジェクトの推奨圧縮係数
が記載されています。 

 

In-Memory Advisorベスト・プラクティス 

ご使用の環境でIn-Memory Advisorをもっとも効果的に使用するために役立つベスト・プラクティス
を紹介いたします。 

SQL Performance Analyzerを使用した推奨事項の検証 

ご使用の環境の個々のSQL文のパフォーマンスの変化をSQL Performance Analyzer（SPA）で検証で
きます。SPAは、パフォーマンスに影響する可能性があるデータベースへの変更について、その影響
を測定するために使用します。SPAは、インメモリ列ストアに特定のデータベース・オブジェクトを
格納した際の影響の評価にも対応しています。 

SPAへの入力は、SQL Tuning Set（STS）を使用します。SQL Tuning Setは、1つまたは複数のSQL文、
これらのSQL文の実行統計および実行コンテキストを含むデータベース・オブジェクトです。SQL文
は、カーソル・キャッシュ、自動ワークロード・リポジトリ（AWR）、既存のSQL Tuning Setなど
の異なるソースからSQL Tuning Setにロードすることも可能です。 
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SPAは、SQL Tuning SetのすべてのSQLを2度実行して、トライアルを2つ作成します。まず、変更前
の環境ですべてのSQLを実行します。その環境でパフォーマンスに影響する変更を行った後、2つ目
のトライアルを実行します。 

この場合、トライアル1は従来のデータベース・アクセスの構造を使用して実行されます。トライア
ル2はインメモリ列ストアのデータベース・オブジェクトを使用して実行されます。トライアルが2
回実行された後、レポートが生成されます。変更によるパフォーマンスの影響がハイライトされ、
全体的なワークロードとSQL Tuning Setの個々のSQLが受けた影響の両方が記載されます。 

Oracle Enterprise Manager 12cまたはPL/SQLからSPAのさまざまなタスクを実行できます。それぞれ
の方法については、『Database Testing Guide』に記載されています。これは、Oracle Databaseドキュ
メント・ライブラリで入手できます。 

SQL Tuning Setの作成 

最初のステップで、SQL Tuning Set（STS）を作成します。STSには、パフォーマンス改善のテストの
対象となるSQLセットを含めます。STSは、カーソル・キャッシュのポーリングおよび既存のAWRス
ナップショットから作成できるほか、既存のSTSのサブセットとして作成できます。 

Database In-Memoryは、通常は膨大な実行時間がかかる分析問合せのパフォーマンスを改善します。
Database In-Memoryの有益性を測定するには、実行時間が長い問合せで構成されたSTSを作成します。 

PL/SQLを使用してカーソル・キャッシュからSTSを作成するには、DBMS_SQLTUNEを使用します。
CAPTURE_CURSOR_CACHE_SQLSETプロシージャで、SQL Tuning Set名、収集期間（秒）、ポーリン
グ間隔を指定できます。次に例を示します。 

 

EXEC DBMS_SQLTUNE.CAPTURE_CURSOR_CACHE_SQLSET( - 

sqlset_name => 'IM_STS', -  

time_limit => 300, -  

repeat_interval => 10); 
 
この例は、STS名はIM_STS、次の300秒間にわたって10秒ごとにSQLのカーソル・キャッシュのポー
リングを行うように作成されています。 

自動ワークロード・リポジトリ（AWR）のスナップショットで収集されたSQLからSTSを作成するこ
ともできます。AWRは定期的に自動でデータベースの高負荷のSQL文を収集します。Database 
In-Memoryのテストの場合、経過時間に基づいて、長時間実行している問合せが選択されます。たと
えば、IM_STSという名前のSTSを作成するコード・スニペットは次のようになります。経過時間が60
秒を超え、1000から1010の間のAWRスナップショットからSQLを含むSTSをロードします。 

  

 

 

 

 

 

http://docs.oracle.com/cd/E57425_01/121/RATUG/toc.htm
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EXEC DBMS_SQLTUNE.CREATE_SQLSET (sqlset_name => 'IM_STS'); 

DECLARE 

cur DBMS_SQLTUNE.SQLSET_CURSOR;  

BEGIN 

OPEN cur FOR  

SELECT VALUE(P) 

FROM table(  

DBMS_SQLTUNE.SELECT_WORKLOAD_REPOSITORY(1000,1010, 

'elapsed_time > 60000000') ) P; 

 

DBMS_SQLTUNE.LOAD_SQLSET(sqlset_name => 'IM_STS', 

populate_cursor => cur); 

END; 

/ 

 

Database In-Memoryの構成とデータベース・オブジェクトのロード 

Database In-Memoryをテストするには、まず標準のデータベース構造を使用し、次にDatabase 
In-Memoryを使用して、STSに含まれるSQLを実行します。はじめに、インメモリ列ストアを実装し、
In-Memory Advisorが推奨するオブジェクトを格納してそれを移入します。 

データベース・オブジェクト（表やパーティションなど）を含むインメモリ列ストアの移入には2つ
のステップがあります。 

最初のステップで、‘inmemory’句を使用して、インメモリに格納する必要があるオブジェクトを指
定します。また、‘priority’句を使用して、インメモリに移入するオブジェクトの優先順位を指定
できます。優先順位の‘critical’は、オブジェクトがデータベースの再起動直後、優先レベルの低
いオブジェクトよりも前にインメモリにロードされることを意味しています。‘none’（デフォルト）
は、オブジェクトがアクセス時にロードされ、他の優先レベルの高いオブジェクトがすべてロード
された後にロードされることを意味しています。たとえば、次のDMLはlineitem表をデータベース
が再起動した直後にインメモリに格納するように指定しています。 

alter table lineitem inmemory priority critical; 

推奨する表やパーティションを修正するスクリプトはDatabase In-Memory Advisorで作成します。修
正された表やパーティションはインメモリ列ストアに格納されます。重要なデータベース・オブジェ
クトを適切に修正することを目的にそのスクリプトを実行する場合は、修正されたデータベース・
オブジェクトはインメモリに格納されます。 

インメモリ列ストアを構成するための2番目のステップでは、Database In-Memory Advisorから提示
されるサイズに対してinmemory_size init.oraパラメータを設定します。インメモリのサイズの変更
は、データベースの停止と再起動を伴います。次に例を示します。 

alter system set inmemory_size=10G scope=spfile; 

次に、データベースを停止し、再起動します。 
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データベースが再起動したあと、インメモリ列ストアの移入の時間を十分に取ります。優先レベル
が‘none’のオブジェクトがある場合は、インメモリ列ストアに移入するオブジェクトの全表スキャン
を行う必要があります。次に例を示します。 

select /*+ full(orders) */ count(*) from orders; 

Enterprise Manager 12cのOracle Database In-Memory Centralのページから、または、データベース
でV$IM_SEGMENTSビューを問い合わせることによってインメモリ列ストアの移入を確認できます。 

 

SPAトライアルの実行 

インメモリ列ストアの移入後、SPAテストを実行します。Database In-Memoryをテストするには、
STSに含まれるSQLを実行します。1回目のトライアルではインメモリ列ストアを使用せず、2回目の
トライアルではインメモリ列ストアを使用します。これらのトライアルが終わったら、SPAでは、こ
の2つのパフォーマンスの違いを比較したレポートが生成されます。 

Enterprise Manager 12cのSPAホームページでは、‘Guided Workflow’に多数の事前定義されたワーク
フローがあります。 

Database In-Memoryのテストの場合、もっとも簡単なワークフローは、‘Parameter Change’ワーク
フローです。‘Parameter Change’ワークフローを選択すると、プロンプトが表示され、いくつか入力
を求められます。 

• SPAのタスクの名前 

• Database In-MemoryでテストするSQLが含まれている作成済みのSTS 

• テストするパラメータ（‘inmemory_query’） 

• パラメータの2つの値（‘DISABLE’および‘ENABLE’） 

• 2つのトライアルの比較に使用するメトリックDatabase In-Memoryは分析問合せのパフォーマン
スを改善します。 分析問合せのパフォーマンスを比較する場合に適しているメトリックは、
‘Elapsed Time’です。これは、一般的に分析問合せがかなりの時間を要するためです。メトリック
として「Elapsed Time」を選択します。 

次の図1は、入力画面の例です。 
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図1SPAタスクの入力 

 

「Submit」ボタンをクリックして、SPAタスクを開始します。 

SPAタスクの完了までに、ある程度の時間を要します。SPAのホームページでSPAタスクの進捗を確
認できます。 

SPAによる結果の評価 

2つのトライアルが完了したら、SAPのホームページで「View Latest Report」をクリックします。レ
ポートはグラフィカルなレポートで、2つのトライアル結果が得られます。 

レポートの左上に、選択したメトリックに基づいた2つのトライアル結果の概要と変更に対する算出
した有益性が記載されています。概要の右側には、パフォーマンスが改善されたSQL、悪化したSQL、
変化のないSQLの数を示す棒グラフがあります。この棒グラフは、SQLの実行計画が新しいものなの
か、同一のものなのかも把握できるようになっています。 
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次の図2は、概要セクションの例です。 

図2SPAによる結果の概要 

 

次に示すのは、ワークロードにもっとも大きな影響を与えた上位のSQLのリストです。各SQLに2つ
の測定結果が記載されています。 最初の測定は、個々のSQLのパフォーマンスの変化で、2番目の
測定は、このSQLのパフォーマンスの変化が全体的なワークロードに与える最終的な影響を示してい
ます。次の図3は、このレポートセクションの例です。 

図3影響の大きいSQLの概要 

  

SQL IDのリンクをクリックすれば、各SQLの詳細を確認できます。選択したSQLの実行計画とすべて
のメトリックの詳細が分かります。 

共有可能なHTML形式でレポートを保存するには、ページの上部にある「Save」ボタンをクリックし
ます。 
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結論 

Database In-Memory Advisorは、Database In-Memoryの構成方法やどのデータベース・オブジェク
トをDatabase In-Memoryに格納するべきかについて、具体的かつ実用的な推奨事項を提示します。
SQL Performance Analyzerを使用すれば、ワークロードの効果的な使用法や、Database In-Memory
の有効性を素早く簡単に検証できます。 
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